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事 務 局 員　浅　見　洋　子
本日のプログラム　会長の日　長井典夫会長
ロータリーソング　君が代、奉仕の理想

第 939 回例会報告
第３週８月19日（金）

会員卓話　反町　光輝君
御来訪者　３名
高崎東ロータリークラブ　　 会長　荒井　芳明君
　　　　　 林　　　進君
　　　　　 佐相　正芳君 

出席報告
会 員 数 ４２　名
出席計算人数 ４２　名
本 日 出 席 者 ２７　名
本 日 出 席 率 ６４．２９％
先々週出席率 ６４．２９％

幹事報告
・例会変更
・ハイライトよねやま
・神戸東灘ＲＣ週報
・熊本・大分地震　義援金の御礼
・会員満足度アンケート提出のお願い
高崎東ＲＣ　荒井会長より
　今年度受入の交換留学生を当クラブと共にホスト
ファミリー（2017.１～２月）をお引き受けいただ
きありがとうございます。どうぞよろしくお願い申
し上げます。
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表彰
・ロータリー財団寄付
　ベネファクター　長井　典夫君

委員会報告
・ニコニコＢＯＸ
高崎東ＲＣ荒井　芳明君（よろしくお願いします）
高崎東ＲＣ林　　　進君（久しぶりです。よろし
くお願いします）
反町　光輝君（会員卓話、頑張ります）
島﨑　真澄君（又、よろしく御願い致します）
白石　隆夫君（初孫ができました。女の子です）
小林　　彌君（昨夜のスキー部ワインの会ありが
とうございました。）
池田　貴明君（スキー部ワインの会。おいしいワ
インごちそう様でした）
発地富士雄君（８月誕生日祝として）
・ロータリー財団ＢＯＸ
　浦野　幸男君　　三浦　敦朗君
　西野　　宏君
・米山奨学会ＢＯＸ
　長井　典夫君　　西園　　勲君
　浦野　幸男君　
・親睦委員会
　来週は納涼夜間例会、９／12高崎ＲＣ合同夜間
例会、９／23高崎北ＲＣ合同夜間例会と続きます。
皆様のご出席をお願い申し上げます。
次回例会予告
第２週９月12日（月）
【高崎ＲＣ・高崎シンフォニーＲＣ合同夜間例会】
会場：高崎ビューホテル　２階「ＨＡＲＵＮＡ」
　　　（柳川町70　TEL027-322-1111）
受付：18:00～
点鐘：18:30
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自　己　紹　介　

　反　町　光　輝　

始めに簡単に会社プロフィールを紹介させてい
ただきます。反町自動車ボデーは、私の父が創設し
今年で創業 51 年になり、去年 50 周年を迎え大規
模なリニューアルをいたしました。
私が子供のころは大変な仕事だなぁと思ってお

り、30 年以上前になるのですが、企業というより
家業といった感じで家のリビングが会社の事務所と
応接室を兼ねていたため朝から晩までお客様が来て
いただけるのですが、当時はまだ子供だったため夕
方になると大切な話をしているのだろうなとわかり
つつもお腹が減ったという気持ちでした。
当時、父と母は朝から晩までずっと仕事だった

ため反町家には独特なシステムがありました。その
システムとは、子供が小学校５年生になると母親が
1000 円札を渡し、その 1000 円で両親と兄弟５人、
計７人分の夕飯のおかずを考えて買ってくるという
ものでした。ですが私は、上の兄がなぜかおつかい
をしなかったため、３年生からおつかいをしていま
した。遊びたい盛りの小学生ですので遊びに誘われ
ることも多く、誘われるたびにおつかいが終わって
から遊んでいたため「おつかいみっちゃん」という
あだ名で呼ばれていました。
また、住んでいた家も橋の下の家のほうがまし

なんじゃないかという家で、その家によく毎日お客
様が来てくれていたなと思います。そのように忙し
く働いていた父親ですが、当時から父親を尊敬して
いたところがあります。それは、自分たちはそんな
ボロ家に住んでいながら自分の両親には新築の家を
建てて住まわせたことです。そのことは子供ながら
に親父かっこいーなという思いで見ていました。
さて貧乏自慢はこれくらいにさせていただき、そ

ろそろ会社の自慢をさせていただきたいと思いま
す。冒頭で話した通り、去年、大規模なリニューア
ルをしたのですが、その理由といたしましてはこの
仕事についてからずっと考えていたことがあったの
ですが、それは自動車を修理するときに「直す」と
いう漢字を使うのですが、それでは単純に物を直す
だけです。しかしお客様によって車に対する価値観
は違います。ただの足という人は、見た目はそれな
りで安く仕上げてほしい、宝物のように大事にして
いる人はお金も時間もかかってもいいから綺麗にし
てほしいという人、さまざまなお客様のご要望にお
応えしてはじめて車を「治す」ことができるのだと
思います。
そして、すべてのお客様のご要望にお応えする

ために、設備投資をしてリニューアルいたしました。
具体例としては、「フレーム修正機」という、車が
ぶつかり骨の部分が歪んでしまったものを修理する
機械です。いままでの「フレーム修正機」でもお客

様に十分に安全をお届けできていたのですが、ただ
「治す」だけでは、お客様に安心をお届けできては
いないのではないかと思い、「３Dフレーム計測器」
という三次元で車を計測することができお客様にデ
ータで安全をお見せすることができる機械を導入
し、お客様に安全な車に安心して乗ってもらうこと
ができるようになりました。
また、修理した車の塗装を行う塗装ブースには、

板金工場としては全国的にも珍しい食品工場などに
使われるエアーシャワールームを設置し、噴き出し
てくるエアーで小さなゴミやほこりなどを吹き飛ば
しゴミがない密閉されたブース内で塗装を行うこと
ができるようになりました。
ですが、自動車の板金塗装は事故によってマイ

ナスになったものをどうにかしてゼロまでもってい
くことしかできません。なのでゼロからプラスにす
ることができるようなことがしたく塗って剥がすこ
とができる「ラバーディップ」というサービスを始
めました。従来の塗装は全塗装をすると時間と費用
がかなりかかってしまい、車自体の価値も下がって
しまいます。「ラバーディップ」は全塗装に比べお
よそ半値で行うことができ、仕上がりも２日～３日
ほどで、剥がすと元通りになるので部屋の模様替え
のように気軽にすることができます。
事故を起こしてマイナスになった車とお客様の

心を、最新の機械や「ラバーディップ」などの技術
でゼロ、そしてプラスにもっていけるのではないか
と思っています。
そのような、良いものを皆様に知ってもらいたい

と思い、今は宣伝活動にも力を入れていて先月、全
国紙のモノ・マガジンという雑誌にもとりあげてい
ただくことができました。また、来年は東京オート
サロンという全世界からカスタムをした車が集まる
展示会にも出店予定です。
しかし、自動車板金塗装業界はまだまだ３K（き

つい、汚い、給料安い）という業界と言われており、
私はそれを少しずつでも改善していきたいと思い、
板金組合の青年部の会長もやらせてもらい全国のさ
まざまな場所に行き、いろいろな人とお話をさせて
いただき、改善には一人ひとりの意思が重要だと気
付きました。私たちの業種はサービス業であり、技
術があるからといって自己満足するのではなくお客
様に喜んでいただくための技術だと私は思っていま
す。靴のかかとを踏んづけてポケットに手を入れな
がら仕事をするのではなく、誰かから見られている
という自覚をもって仕事をすることがサービス業に
とって必要なことだと思います。

８月19日のお食事


